予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　　項：観光費　　　目：観光開発費
	事業名: 「ぎふウェルネス・ツーリズム」ＰＲ事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　観光課　国内誘客係　電話番号：058-272-1111（内3079）

　　　　　　　　　　　　E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp　
	事業費


　要求額：13,054千円（前年度予算額：25,600千円）
	要求内容


	１　要求の内容


県では、岐阜県ならではの新たな旅スタイル「ぎふ ウェルネス・ツーリズム」を推進し県内観光消費額を増加させるため、様々なキャンペーンやプロモーションに加え、平成２４年度より、メディア等の企画担当者を本県に招聘し、メディア露出・旅行企画の造成の増大へと繋げることで、宿泊観光客の増加を図ってきた。
平成２５年度も、「ウェルネス」をキーワードとした岐阜県の魅力をターゲット層へ情報発信し、観光客の誘客を図る。具体的には、大都市圏（東京・大阪・名古屋）のメディア等に継続的なコンタクト活動（ヒヤリング・交渉・調整・情報提供など）を実施し、ニュース性のある情報等をメディア等に提供する。さらに興味を持ったメディア等を本県へ招聘し、現地取材を通じて、記事誌面への掲載やテレビ番組での放映につなげることで、本県の露出を増やし、観光消費額の増大を図る。
	２　所要経費


「ぎふウェルネス・ツーリズム」ＰＲ事業費　　　　　　　　 　 13,054千円

	２月１日時点の査定額の考え方


要求の趣旨に沿って、所要額を計上します。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	25,600
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	25,600

	要求額
	13,054
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,054

	２月1日時点
査定額
	11,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,700

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	宿泊観光客・観光消費額の増加を図る。
　※平成19年度～平成24年度は飛騨・美濃じまん運動実施計画により目標設定がなされている。（目標　宿泊客数520万人（H24）、観光消費額3,400億円（H24））


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	観光消費額
	－億円
（H　）
	－億円
（H　）
	－億円
（H　）
	2,372

億円
（H23）
	2,600

億円
（H29）
	91.2％


	観光入込客数
	－万人
（H　）
	－万人
（H　）
	－万人
（H　）
	3,589

万人
（H23）
	3,800

万人
（H29）
	94.4％


	宿泊客数（延べ人数）
	－万人
（H　）
	－万人
（H　）
	－万人
（H　）
	560

万人
（H23）
	600

万人
（H29）
	93.3％



· 　平成２３年度から集計方法を変更したため、それ以前の結果とは比較不可能

○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・welcome GIFU wellness GIFU キャンペーン（メディア等招聘）
  大都市圏のメディア、旅行会社等へ日常的なコンタクト活動を実施、情報提供や現地取材ツアー、メディア訪問キャラバンを実施し、雑誌への掲載・テレビ放映につなげた。また、旅行会社を対象とした現地視察ツアーを実施し、旅行商品の造成を促進した。

雑誌掲載　　7件

テレビ放送　　7件、

メディア訪問キャラバン　3回

　　　　旅行会社現地視察ツアー　1回　　　(11月6日現在)


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
ＰＲ活動によって、雑誌掲載・テレビ放映等につなげ、広告換算にして　43千万円の成果が出ている。（11月6日現在）


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	長期化する経済不況等の状況で、本県の宿泊観光客、観光消費額は減少傾向にあるとともに、昨年の東日本大震災の影響もいまだ残るため、メディアを通して効果的に岐阜の魅力を発信し、宿泊観光客の回復、および観光消費額の増大を図ることが重要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	広告換算額にして契約額の６倍以上の成果が出ている。（11月6日現在）

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	ニュース性のある情報をメディア等に提供し、記事や番組等で掲載（放映）させることで、広く消費者に知ってもらうＰＲ手法であるため、効率性は図られている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
市町村・市町村観光協会と連携した速やかな情報収集ルートの確立。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
ぎふ清流国体・大会が終了し、本県の露出が少なくなることが危惧される。今年度、非常に成果もでているため、引き続き、同様な手法により本県の魅力を発信し、露出を増やしていく。


